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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
フ
ァ
イ
ズ
＆
デ
ル
タ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
７
８
７
Ｃ

【
作
者
名
】

　
桂
 

ヒ
ナ
ギ
ク

【
あ
ら
す
じ
】

　
と
あ
る
広
場
で
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
に
襲
わ
れ
た
少
女
は
、
巧
に
よ
っ
て
介
抱
さ

れ
・
・
・
。
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１
（
前
書
き
）

２
０
０
３
年
、
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
と
言
う
人
類
の
進
化
系
が
、
世
界
を
支
配
し
よ

う
と
し
た
。

こ
れ
は
、
そ
の
世
界
と
は
違
う
物
語
、
別
の
世
界
の
物
語
で
あ
る
。

パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
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１

　
と
あ
る
広
場
に
、
一
人
の
少
女
。
そ
し
て
そ
の
少
女
を
囲
む
数
人
の
男
達
。

「
お
前
達
、
何
の
用
だ
？
」

　
少
女
が
そ
う
訊
ね
る
と
、
男
達
は
全
員
、
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
と
言
う
怪
物
に
変

身
し
た
。

「
何
だ
よ
？
お
前
ら
・
・
・
」

　
少
女
は
怯
え
、
腰
を
抜
か
し
て
地
べ
た
に
座
り
込
ん
だ
。

　
そ
の
瞬
間
、
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
達
は
少
女
に
攻
撃
を
し
た
。

「
キ
ャ
！
？
」

　
刹
那
、
少
女
は
何
が
起
こ
っ
た
の
か
解
ら
な
い
様
子
で
宙
を
舞
い
、
地
面
に

叩
き
付
け
ら
れ
た
。

「
痛
！
」

　
少
女
は
徐
に
立
ち
上
が
り
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
す
が
、
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
は

そ
れ
を
見
過
ご
す
筈
が
無
く
、
追
い
掛
け
る
。

「
囲
め
！
」

　
一
体
の
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
が
言
う
と
、
他
の
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
達
が
少
女
の
前
、

横
、
斜
め
と
行
く
手
を
阻
ん
だ
。

　
少
女
は
慌
て
て
立
ち
止
ま
り
、
後
退
す
る
が
、
途
中
で
背
中
が
支
え
た
。

つ
っ
か

　
少
女
は
恐
る
恐
る
後
ろ
向
い
た
。

「
は
っ
！
」

　
目
の
前
の
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
は
、
手
先
に
生
え
た
尖
っ
た
爪
を
少
女
の
胸
に
グ

た
な
さ
き

サ
ッ
と
刺
し
た
。

「
う
っ
！
」

　
少
女
は
呻
き
声
を
あ
げ
、
気
を
失
っ
た
。

　
少
女
が
目
を
覚
ま
す
と
、
ベ
ッ
ド
の
上
に
い
た
。

「
夢
・
・
・
？
」
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少
女
は
第
一
声
を
放
っ
た
後
、
ハ
ッ
と
気
が
付
い
た
様
に
胸
に
手
を
当
て
た
。

　
包
帯
が
巻
か
れ
て
い
る
。

「
目
が
覚
め
た
か
」

　
そ
の
声
と
共
に
、
一
人
の
男
が
少
女
の
視
界
に
現
れ
た
。

「
此
処
は
・
・
・
？
」

「
俺
の
家
だ
。

　
お
前
、
広
場
で
倒
れ
て
た
ん
だ
ぞ
。
凄
い
出
血
だ
っ
た
か
ら
な
。
家
に
連
れ

帰
っ
て
手
当
さ
せ
て
貰
っ
た
」

　
そ
れ
を
聞
い
た
少
女
は
、
顔
を
カ
ー
ッ
と
赤
く
し
た
。

「
見
た
わ
ね
！
？
私
の
裸
！
」

「
見
て
無
え
よ
。
て
言
う
か
黙
っ
て
寝
て
ろ
。
傷
が
開
く
ぞ
」

　
男
は
そ
う
言
っ
て
、
少
女
の
視
界
か
ら
消
え
た
。

「
ね
え
」

「
あ
あ
？
」

「
あ
ん
た
の
名
前
、
教
え
て
く
れ
な
い
か
？
」

「
・
・
・
乾
 

巧
だ
」

い
ぬ
い

「
犬
み
た
い
な
名
前
だ
な
。
私
は
長
谷
川
 

美
幸
、
宜
し
く
な
」

は
せ
が
わ

　
巧
は
そ
れ
を
聞
く
や
否
や
、
去
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
直
ぐ
、
美
幸
は
起
き
上
が
り
、
包
帯
を
外
し
た
。

（
こ
ん
な
物
、
私
に
は
・
・
・
）

　
美
幸
は
胸
の
傷
に
手
を
翳
し
て
目
を
瞑
っ
た
。

　
す
る
と
、
一
瞬
に
し
て
傷
が
消
え
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
走
る
一
台
の
バ
イ
ク
。
乗
っ
て
い
る
の
は
、
巧
で
あ
る
。

　
巧
は
路
上
に
女
を
見
付
け
る
と
、
そ
の
女
の
前
で
バ
イ
ク
を
止
め
た
。

「
ベ
ル
ト
を
こ
ち
ら
に
渡
し
て
貰
お
う
か
」

　
女
は
そ
う
言
っ
て
、
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
に
変
身
し
た
。

「
悪
い
な
、
こ
い
つ
は
渡
せ
ね
え
ん
だ
」

　
巧
は
バ
イ
ク
か
ら
降
り
る
と
、
積
ん
で
い
た
ケ
ー
ス
を
開
け
、
ベ
ル
ト
を
装



5

着
し
て
フ
ァ
イ
ズ
フ
ォ
ン
を
取
り
出
し
、
変
身
コ
ー
ド
を
入
力
す
る
。

　
５
５
５
、
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

『
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｂ
ｙ
』

　
と
、
フ
ァ
イ
ズ
フ
ォ
ン
か
ら
音
声
が
響
く
。

「
変
身
！
」

　
巧
は
フ
ァ
イ
ズ
フ
ォ
ン
を
ベ
ル
ト
に
装
填
。

『
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
！
』

　
そ
の
音
声
の
後
、
体
に
赤
い
ラ
イ
ン
が
走
り
、
巧
は
光
り
を
放
っ
て
フ
ァ
イ

ズ
に
変
身
し
た
。

「
は
ぁ
！
」

　
フ
ァ
イ
ズ
は
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
に
駆
け
寄
り
、
拳
を
繰
り
出
し
た
。

「
ふ
っ
！
」

　
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
は
フ
ァ
イ
ズ
の
攻
撃
を
受
け
止
め
、
蹴
り
飛
ば
し
た
。

　
フ
ァ
イ
ズ
は
宙
を
舞
い
、
ベ
ル
ト
が
外
れ
た
。

　
刹
那
、
フ
ァ
イ
ズ
は
変
身
が
解
け
て
し
ま
っ
た
。

　
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
は
人
間
体
に
戻
り
、
ベ
ル
ト
を
拾
っ
て
装
着
し
た
。

「
ベ
ル
ト
を
返
せ
！
」

　
巧
は
叫
ぶ
が
、
女
は
シ
カ
ト
し
て
変
身
コ
ー
ド
を
入
力
。

「
変
身
！
」

　
女
は
ベ
ル
ト
に
フ
ァ
イ
ズ
フ
ォ
ン
を
装
填
し
た
。

『
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
！
』

　
そ
の
瞬
間
、
女
は
フ
ァ
イ
ズ
に
変
身
。

「
フ
フ
フ
、
今
楽
に
し
て
あ
げ
る
わ
」

　
フ
ァ
イ
ズ
は
そ
う
言
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
巧
に
歩
み
寄
る
。

　
す
る
と
、
何
処
か
ら
か
猛
ス
ピ
ー
ド
で
虎
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
タ
イ
ガ
ー
オ

ル
フ
ェ
ノ
ク
が
現
れ
、
フ
ァ
イ
ズ
に
襲
い
掛
か
っ
た
。

「
な
っ
、
何
だ
貴
様
は
！
？
」

　
フ
ァ
イ
ズ
は
訊
ね
る
が
、
タ
イ
ガ
ー
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
は
唸
る
だ
け
だ
。

「
何
だ
か
知
ら
ん
が
、
殺
さ
れ
た
い
様
だ
な
」

　
フ
ァ
イ
ズ
が
そ
う
言
っ
た
瞬
間
、
タ
イ
ガ
ー
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
の
姿
が
消
え
、
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背
後
に
現
れ
た
。

「
グ
ワ
オ
ッ
！
」

　
タ
イ
ガ
ー
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
は
フ
ァ
イ
ズ
を
殴
り
、
吹
っ
飛
ば
し
た
。

　
宙
を
舞
っ
た
フ
ァ
イ
ズ
は
ベ
ル
ト
が
外
れ
、
変
身
が
解
け
て
し
ま
っ
た
。

　
女
は
地
面
に
落
ち
る
と
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
に
変
身
。
タ
イ
ガ
ー
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク

に
襲
い
掛
か
っ
た
。
が
、
タ
イ
ガ
ー
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
は
ス
ッ
と
か
わ
し
、
連
続

グ
ガ
ン

ガ
ト
リ
ン

拳
を
放
っ
た
。

　
そ
し
て
相
手
が
怯
ん
だ
所
で
、
鋭
利
な
鉤
爪
で
引
っ
掻
い
た
。

「
ア
ー
ッ
！
」

　
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
は
悲
鳴
を
上
げ
、
後
退
っ
た
。

「
く
っ
、
今
日
の
所
は
・
・
・
見
逃
し
て
や
る
・
・
・
」

　
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
は
女
の
姿
に
戻
り
、
び
っ
こ
を
引
い
て
去
っ
て
行
く
。

「
逃
が
さ
な
い
」

　
タ
イ
ガ
ー
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
は
そ
う
言
っ
て
、
女
に
飛
び
掛
か
っ
た
。

　
タ
イ
ガ
ー
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
の
鉤
爪
が
女
の
背
中
を
切
り
裂
く
。

　
女
は
悲
鳴
を
上
げ
、
炎
に
包
ま
れ
、
灰
に
な
っ
て
跡
形
も
無
く
消
え
去
っ
た
。

　
巧
は
呆
気
に
取
ら
れ
て
い
た
。

「
お
前
・
・
・
？
」

　
タ
イ
ガ
ー
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
は
巧
の
方
を
向
く
と
、
ベ
ル
ト
を
拾
っ
て
彼
に
差

し
出
し
た
。

「
お
前
の
だ
ろ
？
取
り
返
し
て
や
っ
た
ぞ
」

　
巧
は
ベ
ル
ト
を
受
け
取
っ
た
。

「
貸
し
だ
。
返
し
て
く
れ
よ
？
」

　
タ
イ
ガ
ー
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
は
そ
う
言
う
と
、
走
り
去
っ
て
行
っ
た
。

　
美
幸
は
、
台
所
で
作
業
を
し
て
い
た
。
ど
う
や
ら
、
料
理
を
作
っ
て
い
る
様

だ
。

「
あ
、
お
帰
り
」

　
巧
に
気
付
い
た
美
幸
は
、
笑
顔
で
そ
う
言
っ
た
。
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「
今
ね
、
と
び
っ
き
り
美
味
し
い
御
飯
作
っ
て
る
か
ら
待
っ
て
て
」

　
そ
う
言
っ
て
、
ガ
ス
を
調
節
し
、
調
味
料
等
を
加
え
る
美
幸
。

「
お
待
た
せ
」

　
美
幸
は
出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の
料
理
を
食
卓
に
並
べ
た
。

　
巧
は
フ
ー
フ
ー
し
て
食
べ
始
め
た
。

「
猫
舌
な
ん
だ
？
」

　
巧
は
顔
を
上
げ
て

「
悪
い
か
？
」

　
と
言
っ
た
。

「
否
、
全
然
！
て
言
う
か
私
も
猫
舌
だ
し
！
」

「
ご
っ
そ
さ
ん
」

　
食
べ
終
わ
る
と
巧
は
そ
う
言
っ
た
。

「
ね
ぇ
、
ど
う
だ
っ
た
？
」

「
何
が
？
」

「
料
理
の
味
」

「
あ
あ
、
美
味
か
っ
た
ぞ
。
真
理
が
作
る
料
理
よ
り
な
」

ま
り

「
真
理
、
っ
て
？
」

　
巧
は
席
を
立
つ
と
、
棚
の
上
に
あ
る
写
真
立
て
を
取
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
と

て
も
可
愛
い
少
女
が
写
っ
て
い
る
写
真
が
挟
ま
っ
て
い
た
。

「
俺
の
恋
人
だ
っ
た
」

　
そ
う
言
っ
て
巧
は
写
真
立
て
を
美
幸
に
渡
し
た
。

　
途
端
、
美
幸
は
写
真
を
落
と
し
、
し
ゃ
が
ん
で
頭
を
抱
え
た
。

「
嫌
、
嫌
！
」

　
巧
は
驚
い
た
顔
で
美
幸
を
見
つ
め
る
。

　
深
夜
│
│
路
上
に
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
と
、
腰
に
デ
ル
タ
の
ベ
ル
ト
を
巻
い
た
少

女
が
、
向
か
い
合
う
様
に
立
っ
て
い
た
。

　
少
女
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
と
、
徐
に
デ
ル
タ
フ
ォ
ン
を
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
取
り
出
し
た
。
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「
変
身
」

　
少
女
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
に
向
か
っ
て
そ
う
言
っ
た
。

『
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｂ
ｙ
』

　
と
、
デ
ル
タ
フ
ォ
ン
か
ら
音
声
が
発
せ
ら
れ
、
少
女
は
そ
れ
を
ベ
ル
ト
に
付

け
ら
れ
た
デ
ル
タ
ム
ー
バ
ー
に
装
填
し
た
。

『
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
！
』

　
そ
の
瞬
間
、
少
女
の
体
に
ラ
イ
ン
が
走
り
、
光
り
を
放
っ
て
デ
ル
タ
に
変
身

し
た
。

「
フ
ッ
」

　
仮
面
の
下
で
少
女
、
デ
ル
タ
は
再
び
笑
い
、
足
を
一
歩
前
に
出
し
た
。

　
構
え
る
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
。

　
デ
ル
タ
は
、
ベ
ル
ト
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
メ
モ
リ
ー
を
外
し
、
デ
ル
タ
ム
ー
バ
ー

に
差
し
込
む
。

『
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
』

　
の
音
声
の
後
、
デ
ル
タ
は
デ
ル
タ
ム
ー
バ
ー
を
ポ
イ
ン
タ
ー
モ
ー
ド
に
し
、

「
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
！
」

　
と
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
に
向
か
っ
て
呟
く
。

『
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｅ
ｄ
 

ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
』

　
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
、
デ
ル
タ
は
必
殺
技
の
ル
シ
フ
ァ
ー
ズ

ハ
ン
マ
ー
を
放
っ
た
。

　
オ
ル
フ
ェ
ノ
ク
は
炎
に
包
ま
れ
、
灰
と
化
し
て
消
滅
し
た
。
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
 

２

　
朝
、
美
幸
は
ベ
ッ
ド
の
中
で
目
が
覚
め
た
。
勿
論
、
自
宅
で
あ
る
。

　
美
幸
は
ベ
ッ
ド
か
ら
出
る
と
、
着
替
を
済
ま
せ
、
廊
下
に
出
て
直
ぐ
階
段
を

降
り
て
ト
イ
レ
に
向
か
い
、
尿
を
足
し
て
洗
面
所
に
行
き
顔
を
洗
っ
た
。
そ
し

て
リ
ビ
ン
グ
で
食
事
を
済
ま
せ
、
家
を
出
て
行
っ
た
。

　
ベ
ル
ト
を
巻
い
た
少
女
は
、
表
札
に
長
谷
川
と
書
か
れ
た
家
の
前
に
立
っ
て

い
た
。

ガ
チ
ャ
│
│
扉
が
開
き
、
中
か
ら
美
幸
が
出
て
来
た
。

「
・
・
・
見
付
け
た
」

　
少
女
は
美
幸
を
見
る
と
そ
う
言
っ
た
。

「
あ
、
あ
ん
た
は
！
」

　
気
が
付
い
た
美
幸
は
そ
う
発
し
た
。

　
少
女
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
、
徐
に
デ
ル
タ
フ
ォ
ン
を
取
り
出
し
た
。

「
変
身
」

『
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｂ
ｙ
』

　
少
女
は
デ
ル
タ
フ
ォ
ン
を
デ
ル
タ
ム
ー
バ
ー
に
セ
ッ
ト
す
る
。

『
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
』

　
直
後
、
少
女
に
体
に
ラ
イ
ン
が
走
り
、
デ
ル
タ
へ
と
変
身
す
る
。

　
美
幸
は
焦
り
、
後
退
り
を
す
る
。
が
、
扉
に
よ
っ
て
そ
れ
は
遮
ら
れ
た
。

　
デ
ル
タ
は
ゆ
っ
く
り
、
美
幸
に
歩
み
寄
る
。

「
待
て
！
」

　
と
、
後
ろ
か
ら
声
が
し
、
デ
ル
タ
は
振
り
向
い
た
。
そ
の
先
に
は
、
フ
ァ
イ

ズ
ベ
ル
ト
を
装
着
し
た
巧
が
立
っ
て
い
た
。

「
変
身
！
」

　
巧
は
フ
ァ
イ
ズ
フ
ォ
ン
を
ベ
ル
ト
に
セ
ッ
ト
す
る
と
、
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『
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
』

　
ラ
イ
ン
が
走
り
、
巧
は
フ
ァ
イ
ズ
に
変
身
し
た
。

「
巧
、
私
の
邪
魔
し
な
い
で
」

　
デ
ル
タ
は
そ
う
言
う
と
、
フ
ァ
イ
ズ
に
襲
い
掛
か
っ
た
。

　
フ
ァ
イ
ズ
は
襲
い
来
る
デ
ル
タ
を
避
け
、

『
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
』

　
と
、
フ
ァ
イ
ズ
ポ
イ
ン
タ
ー
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
メ
モ
リ
ー
を
セ
ッ
ト
し
、
右
足

に
装
着
す
る
。

「
目
を
覚
ま
せ
真
理
！
」

　
フ
ァ
イ
ズ
は
フ
ォ
ン
を
開
い
て
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
キ
ー
を
押
し
た
。

『
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｅ
ｄ
 

ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
』

　
フ
ァ
イ
ズ
は
飛
び
上
が
り
、
ク
リ
ム
ゾ
ン
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
放
っ
た
。

　
デ
ル
タ
は
慌
て
て
腕
を
交
差
し
て
攻
撃
を
ガ
ー
ド
す
る
が
、
堪
え
き
れ
ず
に

喰
ら
い
、
吹
っ
飛
ん
で
ベ
ル
ト
が
外
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
デ
ル
タ
は
地
面
に
叩
き
付
け
ら
れ
、
変
身
解
除
。
気
を
失
っ
た
。

「
真
理
！
」

　
フ
ァ
イ
ズ
は
駆
け
寄
り
、
揺
す
っ
た
。

「
・
・
・
巧
？
」

　
真
理
は
目
を
開
け
る
と
、
そ
う
放
っ
た
。

「
私
、
ど
う
し
て
た
の
？
」

「
デ
ル
タ
に
取
り
憑
か
れ
て
た
ん
だ
。
け
ど
、
も
う
大
丈
夫
だ
」

「
そ
う
・
・
・
。
あ
り
が
と
ね
」

　
そ
う
言
う
と
、
真
理
は
再
び
気
を
失
っ
た
。

　
す
る
と
そ
こ
へ
、

「
デ
ル
タ
の
ベ
ル
ト
は
頂
き
ま
し
た
よ
」

　
と
言
う
声
が
聞
こ
え
て
来
た
。

「
何
！
？
」

　
フ
ァ
イ
ズ
は
振
り
向
い
た
。
そ
の
先
に
は
、
ラ
ッ
キ
ー
・
ク
ロ
ー
バ
ー
の
琢

た
く
ま

磨
 

逸
郎
が
デ
ル
タ
の
ベ
ル
ト
を
持
っ
て
立
っ
て
い
た
。

「
ベ
ル
ト
を
返
せ
！
」
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「
嫌
で
す
よ
、
折
角
手
に
入
れ
た
物
を
手
放
す
な
ん
て
」

　
琢
磨
は
そ
う
言
う
と
、
ベ
ル
ト
を
装
着
し
、
デ
ル
タ
フ
ォ
ン
に
向
か
っ
て
、

「
変
身
」

『
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｂ
ｙ
』

　
と
、
そ
の
時
、
一
瞬
に
し
て
ベ
ル
ト
と
デ
ル
タ
フ
ォ
ン
が
消
え
た
。

「
消
え
た
？
」

「
こ
っ
ち
よ
」

　
琢
磨
と
フ
ァ
イ
ズ
は
声
の
す
る
方
を
向
い
た
。
そ
の
方
向
は
、
長
谷
川
家
の

前
。
美
幸
が
立
っ
て
い
る
場
所
だ
。

「
お
い
、
何
を
す
る
つ
も
り
だ
！
？
」

　
フ
ァ
イ
ズ
は
訊
ね
た
が
、
美
幸
は
何
も
答
え
ず
、
ベ
ル
ト
を
装
着
し
た
。

「
変
身
」

　
と
、
デ
ル
タ
フ
ォ
ン
を
デ
ル
タ
ム
ー
バ
ー
に
装
填
す
る
。

『
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
』

　
そ
の
瞬
間
、
美
幸
の
体
に
ラ
イ
ン
が
走
り
、
光
り
を
放
っ
て
デ
ル
タ
に
変
身

し
た
。

「
力
が
、
力
が
漲
っ
て
来
る
！
」

み
な
ぎ

　
デ
ル
タ
は
自
分
の
体
を
確
認
す
る
と
、
そ
う
言
っ
て
琢
磨
に
駆
け
寄
っ
た
。

「
く
っ
、
来
る
な
！
」

　
琢
磨
は
焦
り
の
表
情
を
見
せ
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た
。

　
デ
ル
タ
は
立
ち
止
ま
り
、
デ
ル
タ
ム
ー
バ
ー
か
ら
デ
ル
タ
フ
ォ
ン
を
外
し
、

変
身
を
解
除
し
た
。

「
お
い
、
大
丈
夫
な
の
か
？
」

　
フ
ァ
イ
ズ
は
美
幸
に
訊
ね
た
。

「
何
が
？
」

　
と
、
振
り
向
き
様
に
答
え
る
美
幸
。

「
い
や
、
そ
の
、
変
身
し
て
も
自
分
を
保
っ
て
い
ら
れ
る
の
か
、
っ
て
。
て
言

う
か
、
お
前
何
も
聞
か
な
い
ん
だ
な
。
ベ
ル
ト
の
事
と
か
」

「
聞
か
な
き
ゃ
駄
目
な
の
？
」

「
別
に
そ
う
言
う
訳
じ
ゃ
ね
え
け
ど
。
た
だ
、
あ
ま
り
驚
い
て
無
い
み
た
い
だ
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か
ら
な
」

「
そ
り
ゃ
ま
ぁ
、
人
が
化
け
物
に
変
身
す
る
所
と
か
何
度
も
見
て
る
か
ら
、
驚

き
や
し
な
い
よ
」

　
フ
ァ
イ
ズ
は
頭
に
疑
問
符
を
浮
か
べ
た
。

「
所
で
、
何
時
ま
で
そ
の
格
好
で
い
る
つ
も
り
？
」

　
美
幸
が
そ
う
訊
ね
る
と
、
フ
ァ
イ
ズ
は
思
い
出
し
た
か
の
様
に
フ
ァ
イ
ズ
フ

ォ
ン
の
電
源
ボ
タ
ン
を
押
し
、
変
身
を
解
除
し
た
。

「
じ
ゃ
、
私
は
こ
れ
で
」

　
美
幸
は
軽
く
頭
を
下
げ
、
去
っ
て
行
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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